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Abstract:  Th ere are restrictions on the combination of an adverbial clause with a main clause. It 
may or may not be possible to combine them, depending on their semantic and pragmatic nature. 
Th e relationships between an adverbial clause and a main clause can be divided into ﬁve types, 
which are termed the ‘ﬁve levels in clause linkage’. On the basis of the research on the ﬁve levels in 
clause linkage in Japanese, the present collaborative research project investigates the combinatory 
possibilities of adverbial clauses — mainly causal, conditional, and adversative clauses — and main 






















































　（a）原因・理由：   から，ので，ために
　（b）条件：      と，ば，たら，なら
　（c）逆接：      ながら，にもかかわらず，のに，が，けれども
　英語においては，これらの副詞節を示すマーカーには以下のようなものがある。
　（a）原因・理由：   because, as, since
　（b）条件：      if, in case, provided that





















































































える（角田三枝 2004: 30–31）。即ち，レベル Vでは「ので」は条件付きで言える。例を挙げる。













I II III IV V
原因・理由
ために ＋ △ － － －
ので ＋ ＋ △ △ △
から ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
条件
と ＋ △ △ △ △
ば ＋ ＋ △ △ △
たら ＋ ＋ ＋ △ △
なら － △ △ ＋ ＋
逆接
ながら ＋ ＋ △ － △
にもかかわらず ＋ △ － － －
のに ＋ ＋ △ － －



















　　　　　  （iii）逆接：although, despite the fact that
Sweetser (1990)は，これらの副詞節は，以下の三つの領域において用いることを指摘した。
　（i）content domain，（ii）epistemic domain，（iii）speech-act domain
節連接の五段階
19
　中右（1986, 1994a, 1994b），Sweetser (1990)，角田三枝（2004）の三人の提案した枠組みの
対応関係を表 2に示す。角田三枝（2004: 22）参照。
表 2　角田三枝（2004）と中右（1886, 1994a, 1994b）と Sweetser (1990)の比較
角田三枝 中右 Sweetser
I 現象 命題内容領域 content domain
II 判断 なし なし
III 働きかけ なし なし
IV 判断の根拠 命題認識領域 epistemic domain
V 発話行為の前提 発話行為領域 speech-act domain
　角田三枝（2004）の研究は，中右（1986, 1994a, 1994b）の研究と Sweetser (1990)の研究と
比べて，少なくとも二つの点で違う。









































　［3］第 4節で述べたように，角田三枝（2004）は，中右（1986, 1994a, 1994b）と Sweetser (1990)
とは違い，レベル IIとレベル IIIを設定した。表 1が示すように，日本語では，レベル Iと
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基幹型共同研究プロジェクト「節連接へのモーダル的・発話行為的な制限」
プロジェクトリーダー　角田太作（国立国語研究所　言語対照研究系　教授）
プロジェクトの概要
　副詞節と主節の結びつきの可能性に基づいて，五つのレベルを設定できる。これを「節連接の五
段階」と呼ぶ。本共同研究プロジェクトでは，日本語における節連接の五段階に関する研究成果を
もとに，主に原因・理由，条件，逆接の 3種類の副詞節について，世界各地の約 30の言語における，
副詞節と主節の結びつきを研究している。
　節連接の五段階における，これら 3種類の副詞節の用法には，諸言語に共通するある種の傾向が
見つかった。更に，この研究を通して，原因・理由の副詞節が最も多い言語，逆接の副詞節が多い
言語というタイプの違いも見つかった。このタイプの違いと習得の順番の違いの関係は何か，とい
う興味深い問題が現れたが，これは今後の研究に期待したい。
